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ネオテクノロジーの新しい特許調査のスタイル 

 
独創的な研究開発テーマを探るために、特許

情報から技術的課題と解決手段を俯瞰したい。 
 

技術開発のスピードが加速し開発期間が短期化する中で、独創的な研究開発テーマをいかに見出す

かが企業の競争力を左右するといえるでしょう。そのためには、研究開発の早い段階から自他の特

許環境を探り、開発路線の方向性を探る特許調査が欠かせません。ネオテクノロジーは「特許と技

術の連係」を重視し、お客様企業の特許担当者と開発技術者の双方にご満足いただける新しいスタ

イルの特許調査で好評をいただいています。御社でも、ぜひ、ご活用をご検討ください。 

 

事例 

素材メーカーB社は新たにナノテクノロジー分野に進出しようと考えている。関連する特許情報を

調査して、技術的課題と解決手段を俯瞰したい。併せて、自社の強みを活かした独創的な研究開

発テーマを選定したい。しかし、ナノテクノロジー技術は、きわめて多岐にわたり、何をどのよ

うに見ていけば、技術的課題と解決手段が把握できるのか分からない。 

 

 

右図の図解表現法（当社パテントツリ

ーマップ）によれば、多くの特許事例

に基づいて、手段（構成要素）とねら

い（技術的課題）を階層構造に体系整

理できます。 

 

しかも、各要素毎に出願人や IPC

をプロットすることにより、自他

比較や IPC分析を行うことができ

ます。 

 

 

「手段」と「ねらい」の「パテントツリーマップ」 

出典：「有機ELの最新特許から学ぶ導電性有機材料を使う生産技術」より 

 

 

このような研究開発テーマの探索や出願戦略の策定を行うための特許調査

が好評をいただいております。 

http://www.neotechnology.co.jp 


